


１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 累計 前年比 月平均 2023年12月人口 出生率

896 787 854 703 915 792 853 887 860 810 817 823 9,997 92.0% 833 1,724,376 5.8

782 691 757 616 805 700 758 804 767 726 730 714 8,850 92.5% 738 1,512,536 5.9

114 96 97 87 110 92 95 83 93 84 87 109 1,147 67.2% 96 211,840 5.4

津市 136 145 126 109 140 120 141 153 162 124 145 147 1,648 96.5% 津市 137 269,215 6.1

四日市市 184 146 172 144 193 171 156 191 173 163 161 156 2,010 91.3% 四日市市 168 301,533 6.7

伊勢市 54 52 61 39 58 44 72 52 55 40 46 51 624 85.2% 伊勢市 52 118,528 5.3

松阪市 87 76 93 61 75 70 70 67 84 69 80 70 902 91.4% 松阪市 75 154,217 5.8

桑名市 69 57 62 63 64 66 77 74 73 59 68 66 798 92.3% 桑名市 67 136,116 5.9

鈴鹿市 129 102 123 84 116 105 112 109 114 93 104 97 1,288 100.1% 鈴鹿市 107 191,985 6.7

名張市 25 30 31 31 34 31 27 36 25 39 27 31 367 99.5% 名張市 31 73,907 5.0

尾鷲市 6 2 6 4 5 1 3 3 3 9 3 3 48 88.9% 尾鷲市 4 14,877 3.2

亀山市 19 19 12 19 25 24 18 31 28 34 18 28 275 90.5% 亀山市 23 49,559 5.5

鳥羽市 7 1 7 4 8 5 7 4 2 1 8 3 57 89.1% 鳥羽市 5 16,334 3.5

熊野市 3 3 2 1 8 4 5 7 5 5 3 5 51 76.1% 熊野市 4 14,785 3.4

いなべ市 27 24 22 17 23 16 24 25 14 30 19 15 256 85.9% いなべ市 21 44,247 5.8

志摩市 7 6 13 6 10 12 15 10 5 18 12 13 127 81.9% 志摩市 11 42,610 3.0

伊賀市 29 28 27 34 46 31 31 42 24 42 36 29 399 84.2% 伊賀市 33 84,623 4.7

桑名郡 1 2 3 1 2 2 1 1 2 0 1 1 17 94.4% 桑名郡 1 5,762 3.0

員弁郡 21 7 14 10 13 16 14 4 10 13 19 13 154 78.6% 員弁郡 13 25,699 6.0

三重郡 41 40 42 35 48 38 38 34 33 36 40 46 471 91.6% 三重郡 39 66,646 7.1

多気郡 26 22 16 19 27 16 24 10 18 18 12 24 232 93.5% 多気郡 19 43,713 5.3

度会郡 20 14 13 15 16 9 11 21 17 10 10 14 170 93.4% 度会郡 14 39,105 4.3

北牟婁郡 2 2 7 3 0 3 5 4 5 5 2 4 42 107.7% 北牟婁郡 4 13,390 3.1

南牟婁郡 3 9 2 4 4 8 2 9 8 2 3 7 61 59.8% 南牟婁郡 5 17,525 3.5

市       計 市       計

郡       計 郡       計

2023年三重県出生数　（市町村別）

市町村 市町村

県       計 県       計
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2024年三重県出生数（市町村別）

市町村 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 累計 前年比 市町村 月平均 024年12月人 出生率

県　　計 779 742 731 775 807 718 845 810 766 871 740 798 9，382 93．8％ 県　　計 782 1，708ヨ47 5．5

市　　計 692 657 647 711 699 628 743 716 678 782 662 706 8β21 94．0％ 市　　計 693 1，498，760 5．6

郡　　計 87 85 84 64 108 90 102 94 88 89 78 92 tO61 92．5％ 郡　　計 88 209，387 5．1

津市 118 124 120 122 124 98 136 125 115 145 132 117 1，476 89．6％ 津市 123 266，603 5．5

四日市市 163 146 151 158 185 157 163 162 152 173 150 174 1，934 96．2％ 四日市市 161 300，086 6．4

伊勢市 55 45 44 48 46 51 43 47 46 49 41 53 568 9tO％ 伊勢市 47 117，071 4．9

松阪市 71 73 66 95 66 59 80 57 77 76 56 68 844 93．6％ 松阪市 70 152，927 5．5

桑名市 68 46 62 56 47 50 60 72 63 80 71 63 738 92．5％ 桑名市 62 135」31 5．5

鈴鹿市 95 95 87 107 96 100 116 104 94 116 88 101 1」99 93」％ 鈴鹿市 100 190，847 63
名張市 20 17 24 23 31 23 26 30 31 29 23 24 301 82．0％ 名張市 25 72，905 4．1

尾鷲市 4 2 4 4 3 3 6 3 3 4 2 7 45 93．8％ 尾鷲市 4 14，524 3」

亀山市 18 30 34 26 28 18 35 23 31 24 31 30 328 119．3％ 亀山市 27 49，379 6．6

鳥羽市 5 6 4 6 4 5 3 6 2 5 2 2 50 87．7％ 鳥羽市 4 15，920 3．1

熊野市 5 6 2 2 1 2 4 6 4 1 5 6 44 86．3％ 熊野市 4 14，468 3．0

いなべ市 23 16 18 20 23 22 21 24 24 29 15 21 256 100．0％ いなべ市 21 44，059 5．8

志摩市 7 10 8 9 14 11 13 19 11 15 13 14 144 113．4％ 志摩市 12 41，606 3．5

伊賀市 40 41 23 35 31 29 37 38 25 36 33 26 394 98．7％ 伊賀市 33 83，234 4．7

桑名郡 2 3 4 2 1 0 3 1 0 3 0 0 19 111．8％ 桑名郡 2 5，698 3．3

員弁郡 17 13 10 7 20 19 18 17 10 17 8 14 170 110．4％ 員弁郡 14 25，599 6．6

三重郡 38 31 37 27 42 42 40 38 40 34 32 44 445 94．5％ 三重郡 37 66，495 6．7

多気郡 10 15 16 10 27 9 16 16 8 16 14 18 175 75．4％ 多気郡 15 43C91 4．1

度会郡 7 17 7 10 10 9 10 9 21 14 10 11 135 79．4％ 度会郡 11 38，280 3．5

北牟婁郡 5 4 2 3 3 6 2 7 2 2 5 1 42 100．0％ 北牟婁郡 4 13，016 3．2

南牟婁郡 8 2 8 5 5 5 13 6 7 3 9 4 75 123．0％ 南牟婁郡 6 17208 4．4
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三重県では

　リスクの低い出産は「地域の産科医療機関等」

　中等度以上のリスクの出産は「周産期母子医療センター等」

　　で行うという適切な機能分担、連携体制を構築し、

　　安全・安心な周産期医療を提供しているところ。
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・出生数は過去最少を更新するなど、産科医療機関の経営環境が悪化

・産科医療機関の施設数は、13年間で13　9tSのぐ一小　　　　　“　鷲灘　一㌘…

　平成24年4月：39施設→令和7年4月：26施設

・産婦人科・産科・婦人科の診療所勤務医師の34．3％が70Sk£N上
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三重大学医学部附属病院

伊勢赤十字病院

・伊賀地域では、分娩を取り扱う医療機関が3カ所であったが、

・名張市内の1診療所では令和7年1月15日、

・伊賀市内の1診療所では令和7年3月末日をもって、分娩の取扱を停止

⇒令和7年4月以降、伊賀地域での分娩取扱施設は1施設のみとなる
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口　総合周産期母子医療センター　　　（2施設）
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三重の周産期医療体制あり方検討会（仮称）の構成員候補
（参考）

医療審議会周産期医療部会構成員（17名） 三重の周産期医療体制あり方検討会（仮称）構成員（案）（15名程度）

所属団体 役職 氏名 所属団体 役職 氏名

済生会く松阪総合病院） 確認中 池田智明 済生会（松阪総合病院〉 確認中 池田響男

伊勢赤十字病院 第一小児科部長 一見良司 三重県小児科医会 会長 落合仁

独立行政法人国立病院機構
三重中央医療センター

臨床研究部長 小1目昌宏 三重県産婦人科医会 会長 小畑英慎

三重県小児科医会 会長 落合仁 国立大学法人三重大学
大学院医学系研究科
産科婦人科学教室教授 近藤英司

三重県産婦人科医会 会長 小畑英慎
公益社団法人
三重県看護協会

会長 谷眞澄

公立大学法人
三重県立看護大学

学長 片田範子 国立大学法人三重犬学
医学系研究科長・医学部長
兼医学系研究科小児科学教授 平山雅浩

国立大学法人三重大学
医学部附属病院
周産母子センター講師 小池勇樹 三重県消防長会

四日市市消防本部
消防救急課
副参事兼救急救命室長

堀善哉

国立大学法人三重大学
大学院医学系研究科
産科婦人科学教室教授 近藤葵司 市立四日市病院 小児科副部長 牧兼正

地方独立行政法人
E重県立総合医療センター

診療部長兼小児科部長
兼周産期母子センター長 杉山謙二

独立行政法人国立病院機構三重中央医療センター 総合周産期母子医療センター
部長 山口恭平

公益社団法人
三重県看謝溜会

会長 谷眞澄
一般社団法人
三重県助産師会

代表理事 ●●●●

公益社団法人三重県医師会 副会長 野村豊樹
未確定
（産科医の開業医の方を想定） ●●●● ●●●●

一般社団法人
三重県助産師会

代表理事 演地祐子 ●●布（※） 市長 ●●●●

国立大学法人三重大学
医学系研究科長・医学部長
兼医学系研究科小児科学教授 平山雅浩

●●市（※〉 市長 ●●●●

三重県消防長会
四日市市消防本部
消防救急課
副参事兼救急救命室長

堀善哉 ●●町（※） 町長 ●●●●

地方独立行政法人
桑名市総合医療センター

産婦人科部長 前田佳紀 ●●町（※〉 田∫長 ●●●●

市立四日市病院 小児科副部長 牧兼正

A

独立行政法人国立病院機構
三重中央医療センター

総合周産期母子医療センター
部長 山口恭平
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三重医報「ペンリレー」及び「勤務医コーナー」の合併について（案） 

【三重医報 執筆者リレー形式コーナーの現状】 

◎ ペンリレー（昭和 41年開始：本会会員限定でリレー）

◎ 勤務医コーナー（平成元年開始：勤務医限定でリレー）

【検討理由】 

 勤務医コーナーは以前からリレーが繋がらず途切れる事が多い。また、三重医報の

電子化に伴い（手元に冊子が届かず）、会員間でのバトンも繋がりにくくなる（現在

ペンリレーが途切れている）ため、リレー対象者の限定をなくしたい。 

【ペンリレーと勤務医コーナーの合併（案）】 

① リレー形式コーナーを「ペンリレー」に統一し、執筆者を「県内在住または

県内で医療に従事する医師」とする（入会状況・勤務形態を問わない）。 

② 現在リレーが続いている勤務医コーナーの７月号に指名される先生分から

コーナー名を「ペンリレー」に変更する。 

【参考：郡市医師会 持ち回りコーナー】 

○ 学術（パス可能、自由投稿も可）

⇒三重大学を除く郡市持ち回り、執筆者が見つからない場合は掲載しない。

○ ここがおすすめ～私の地元を紹介します～（平成２３年開始、パス可能）

⇒三重大学を除く郡市持ち回り、執筆者が見つからない場合は掲載しない。

○ 北から南から－郡市医師会だより－

⇒全郡市持ち回り、必ずご執筆いただく。

【参考：自由投稿コーナー】 

○ 随筆：テーマ自由、2400 字程度

○ 紀行文：旅行記など、2400 字程度

○ 会員の声：医師としての意見など、2400 字程度

○ 医局通信：大学医局・病院医局からの情報提供など、2400 字程度  等 

承認事項⑥
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